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社会教育主事課程における
卒業生と現役生との交流による相互教育の試み
法政大学キャリアデザイン学部教授　笹川孝一
社会教育演習修了・卒業生、2017 年度社会教育演習受講生
１．同世代・異世代の経験交流の実践と、
　　その「学問」化のための大学のミッション
（１）同世代・異世代の経験交流によって人は育つ
　古くから、人が育つ上では異世代間の経験交流や技、
知識、智慧の引継ぎが重要とされてきた。そしてそれ
に対応する人の育ちあい＝教育のシステムが作られて
いた。しかし、「学校」が職業的・階層的ソーターの
役割を強くもつようになった現代社会では、放ってお
くと、世代が輪切りになり、異世代間の交流が減って
しまう。とくに、高校生や大学生の間では、「親や学
校の教員のほかはあまり大人と話したことはない」と
いう人も少なくない。こういうことでは、いくら本を
読んでも、文章を書いても人は育たない。その時期そ
の時期に「現場」を持って、よいものを維持しつつ、
より楽しい、充実した現場にするための課題を解決し
てゆく協力作業の中で異世代、同世代間の学びあい、
育てあいがあって、人は育っていく。つまり、基礎的
な諸能力・基本的な技と知識（abilities）も確かなも
のになる。また、必要に応じて、臨機応変にいろんな
技や知識（基礎的な能力）を組み合わせて発揮する能
力・粘り強く工夫し探究する能力・智慧、困難を切
り開く能力、チャンスを生かす能力（competencies）
も鍛えられる。そして、プロジェクト遂行能力・最後
までやりきる能力 （capability, capacity）が磨かれる。
（２）フィールドワーク、実習と「同窓」交流
　　～異世代間交流のために今の大学ができること～
　こういう点で、現在の「大学」には何ができるか ?
ひとつは、最近充実してきた、実習、フィールドワー
ク、インターンシップなどで、「現場」に出て、現場
の様子を知り、現場の人々の仕事や暮らし、生き方を
知る機会を若者たちに提供することである。
　ここでは、幾らかは「異空間体験」が生まれる。
　「こんな人たちもいるんだ」「こんな地域もあるんだ」
「こんな暮らしもあるんだ」「こんな人生もあるんだ」
という衝撃が付き物である。そこでは、自分が取り込
もうとするポジティブな要素を見出すこともある。ま
た、多少ネガティブな現実やその解決にチャレンジす
る人に接して、自分が何とか貢献したいという、自分
のミッションを見出すこともある。そして、これらを
通して、現在の自分の仕事や暮らしや遊び、それらを
統合している「自分」を相対化できる。そしてその体
験を整理して「経験化」し、既存の学問の中に位置づ
け、既存の学問を受け継ぎ壊しながら新しい学問の創
造へと向かっていく。その過程に寄り添い、それぞれ
が筋道を創っていくことを手助けする。これは現在も
大学のミッションの１つである。
　もう 1 つは、自分たちと同じ大学、同じ学部、同
じ授業、同じ先生のゼミ等の先輩たちとの交流によっ
て、視野を広げていくことである。
　この場合、異世代ではあるが、「同窓」という共通
基盤があるので、より身近な「お手本」「ロールモデル」
が得られやすい。世代は違っていても同じ大学、教育
課程、ゼミ等で、楽しみ、悩み、苦しみ、喜びながら
「青春」を生きた人たちとの経験交流によって、世代
の違いを意識しつつ、「伝統」「マジック」「レガシー
legacies」が自分の中にも息づき始めていることを知
る。そして、それによって支えられている自分を感じ
ることができる。自分の世代でのバトンタッチを感じ
たときに、自分に芯が通る。
（３）「異世代間交流による能力形成」学
　～異世代間交流のために今の大学ができること②～
　フィールドワーク、実習と「同窓」交流との２種類
の異世代間交流の体験を組織することを踏まえつつ、
その交流体験を「経験化」し、共有＝「間主観」化す
る。そのことで、そこにひとつの学問が生まれる。人
の生きているところ、暮らしのあるところにはどこに
でも、「一実一科」＝１つの事柄には１つの学問＝で、
学問が求められる（福澤諭吉『学問のすすめ』初編）。
だから、このような「異世代間交流による能力形成」
学の１つの学問になりうる。それは、生涯学習・教育
学やキャリアデザイン学の柱の１つとなる。
２．「社会教育演習」における異世代間交流と
　　その「学問」化
（１）法政大学社会教育主事課程
　法政大学の「資格課程」の中の「社会教育主事課
程」は 1960 年代に設置されたので、すでに 60 年近
くの歴史がある。この課程出身者で、各地で社会教育
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主事として、また、地方自治体の各部局、民間企業、
NPO、地域活動等で活躍してきた人々はたいへん多
く、誇りとしてよい。
　最近は、地方財政逼迫と「平成の大合併」による地
方自治体数の減少によって社会教育主事の専門職採用
は減った。しかし、社会教育主事課程で学んだ学生た
ちは、様々な能力をつけ、それを北海道から沖縄まで
の各地で、また民間企業や NGO などの各分野で、生
かし、活躍している。
　これらの事実は、本年 2018 年 2 月 28 日付で出さ
れた社会教育主事養成課程に関する省令改正を先取り
しているといえる。
　今回の省令改正で、2020 年度以後の新カリキュラ
ムで社会教育主事資格を取得した人には、併せて「社
会教育士」という「称号」が付与される。これによっ
て、これまで、教育委員会事務局で社会教育主事とし
て配属されないと公式な効力を発しなかった「社会教
育主事」が、地域団体を含む多様な NPO、民間企業、
地方自治体の全部局でも「社会教育士」を名乗ること
ができるようになった。
　このことは、先に述べた、社会教育主事課程で学び、
身につけた能力を生かして、各地・各分野で活躍して
いる、現在の社会教育主事資格保有者の実態にあった
制度改正である。いわば、新制度が実態に追いついて
きたのである。社会教育主事課程を過去に修了した人
にも、ワークショップのやり方や現場での実習など、
新たに３科目を履修すれば「社会教育士」の称号を認
めることに成っているが、それらは、法政大学の社会
教育主事課程で学んだことそのものである。だから、
過去に遡って「社会教育士」の称号を与えるというこ
とであれば、各分野・各地で活躍する人々は、名実共
に「社会教育士」である、といえる。
　こうしたこともあって、平成の大合併を機に減少傾
向にあった社会教育主事資格受講生数も徐々に増加に
転ずると見られる。
（２）「法政大学・東京都立大学笹川ゼミ同窓会」
　　における異世代間交流
　法政の社会教育主事資格修了生はトータルで見ると
1000 名を超すと考えられるが、私が法政に着任した
1998 年以後の 30 年間でも、私の担当した「社会教
育演習」修了生は 400 ～ 500 名になると思われる。
そのような修了生が世代を超えて縦のつながりを作る
ためにも、2002 年に「法政大学・東京都立大学笹川
ゼミ同窓会」が発足した。その主な目的は “ 会員同士
の親睦と相互支援 ” と “ 現役生へのサポート活動 ” に
あるとされている。
　この同窓会会員の最大グループは、社会教育主事課
程の必修科目である「社会教育演習」修了生である。
ここに、法政大学文学部教育学科笹川ゼミ、キャリア
デザイン学部笹川ゼミ、私の前任校の東京都立大学笹
川ゼミという３つの「笹川ゼミ」出身者と大学院の修
士論文指導生たちが構成員として加わっている。現在
連絡が取れている人々の数は、300 人程度かと思わ
れる。
（３）「笹川ゼミ同窓会」における異世代間交流
　笹川ゼミ同窓会での異世代間交流には３種類ある。
　１つは、七夕パーティー、クリスマスパーティー、
社会教育演習の修了式やキャリアデザイン学部の 4
年生さよなら会などの学部学生のイベントに同窓会役
員等が参加し、寸志の提供や飲み物等の差し入れをし
ている。
　２つは、３年に１度の「総会」への現役生の参加で
ある。ここでは、現役生に、会場設営や受付などの支
援をしてもらうこともある。
　そして 3 つ目は定例研究会への現役生への参加で
ある。同窓会では、2008 年から「定例研究会」を開
いてきた。それは、卒業生のライフヒストリーを聞き
意見交換する場である。これまで、学生結婚・出産と
専業主婦・地域活動・非正規職や派遣社員経験のある
人、私立学校理事長、民間企業人事課長、特別区係長、
高校教員、出版社編集部員、編集長、看護学校教員、
財団職員、NPO 法人事務局長、企業役員、創業者社
長、ビジネスコンサルタント、研究者、バス会社社員
など、20 人以上の卒業生のライフヒストリーを聞き
経験交流を行ってきた。そして、これらの人たちは、
何らかの形で、職業だけでなく地域活動やプロ級の趣
味のサークルなどをしてきた人が少なくなく、それら
の場所で、「社会教育主事課程」で学んだ「人が育つ
学びとリテラシー」を生かしてきた人たちでもあった。
そして、2017 年４月にキャリアデザイン学部 1 期生
が卒業 10 周年を迎えたのを機に、一人の報告者の話
しだけを聞くのではなく、複数の人の話を聞き「なが
らディスカッションをするという方式を取り入れて、
7 月の研究会を行った。そこにはキャリアデザイン学
部の笹川ゼミの現役生も来ていて、とくに就職活動が
近づいている 3 年生には刺激になったようである。
　同窓会の役員会で振り返りを行ったところ、「『帰る
場所』としてのゼミの同窓会」「利害関係が少ない場
としての同窓会」の大切さが確認された。そしてその
上で、注文がついた。それは、「もっといろいろとディ
スカッションしたかった」「学生のときのゼミのよう
に全員がしゃべるようにしたい」というものだった。
そこで、しばらくはこの方式をとりいれつつ、改善し
ていくことになった。
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３．「社会教育演習」1993 年度修了生企画の
　　同窓生・現役受講生たちとの相互交流の試み
（１）1993 年度修了生による企画
　その最初の企画は社会教育演習の 1993 年度修了生
が行うことになった。
　この年度の修了生には、「異質なものの交流の面白
さを知っている」という特色があった。
　当時、担当者の笹川孝一が市ヶ谷校地で昼夜の 2 つ、
多摩校地で 1 つ、計３つの社会教育演習を持ってい
た。そして、河口湖近くの法政大学富士セミナーハウ
スで、3 ゼミの合同合宿を行った。その結果、1 部文
学部を中心とする「昼ゼミ」の学生と、２部文学部学
生を中心とする「夜ゼミ」、多摩社会学部を中心とす
る「多摩のゼミ」という異質な学生たちが「化学反応」
を起こしてとても活発な交流が行われ、その交流活動
を「AS くらぶ＝ After Seminar Club」と呼んでいた。
そして、それは 23 年後の今日まで続いている。言い
換えれば、この 93 年度修了生たちは「異質なもの同
士の交流の面白さをずっと味わってきた人たちだ」な
のである。
（２）実行委員会とテーマ、ワークショップ方式、
　　現役の社会教育演習受講生への参加呼びかけ
　そのころからのリーダーで現在の同窓会会長でもあ
る吉井淳浩くんを中心に 10 名ほどが集まって実行委
員会を開き、テーマとワークショップのやり方を決め
た。
　テーマは「笹川ゼミで学んだことがどのように活
かされているか―社会教育演習グループ「AS くらぶ」
を中心に―」となった。
　また、7 月研究会の振り返りを生かして、基調提案
の後に全員参加のグループワークを取り入れた。そし
て、現役の社会教育演習受講生に参加を呼びかけた。
　また、エクセルを使った縦横の「進行表」を作成し
て円滑な準備と運営の技を共有した。
（３）93年度生 10 名、現役受講生 9名を含む 43名
　　の参加者
　12 月 2 日（土）に 2000 年以後社会教育演習を行っ
ている「資格課程共同実習室（精密）」で開かれた研
究会。そこには、1993 年度　社会教育演習修了生と
して、吉井淳浩、竹中淳哉、鈴江昭彦、市川篤史、大
竹直子、副島暁子、入江宣孝、太田恵理子、佐野美樹
子、矢部惠美の 10 人の参加があった。
　また、社会教育演習の現役生 9 名の参加、その他
役員やキャリアデザイン学部笹川ゼミ卒業生、都立大
学笹川ゼミ卒業生、笹川ゼミのイベントにかつて参加
したことのある人たち、そして同窓会役員など、全体
で 40 名以上の参加があった。（写真 1）。
（４）資料配布、竹中淳哉君の基調提案と笹川による
　　仕切り
　研究会では、事前に準備された『たいき』というタ
イトルの資料集が配られた。そこには、同名の 93 年
度生のレポート集の写真が刷り込まれている。そして、
そこには、日程上の都合で当日参加できなかった 93
年度修了生 3 名分も含めて、一人ひとりにとっての「笹
川ゼミで学んだこと」や近況、基調提案のパワポ資料
などが収録されている。（写真 2）
　93 年度多摩のゼミの竹中淳哉君による基調提案で
は、笹川ゼミで学んだこと、稼ぎになる仕事と無償の
仕事との位置づけ、働くことの意味、東京都庁での仕
事やそこでの働き甲斐や課題、仕事の能力をアップす
るための法政大学「公共政策大学院」への入学や学び、
今後の課題などが述べられた。
写真 １
写真 ２
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　その後に、１グループ 4 － 6 人、6 グループでグルー
プワークを行った。ディスカッションの内容は、「仕
事で大事なこと」「稼ぎと仕事の関係」「笹川ゼミで学
んだこと」などだったが、ゼミの時代が懐かしいとい
うことで、笹川が仕切りをした。
　グループワークの最後はいつものように、各班の発
表で、現役生は緊張しながらも気合を入れて発表して
いた。
　現役の 2 年生は 20 歳、卒業生たちの平均年齢は
40 － 50 歳代ということで「親子ほど」「親子以上に」
歳の開きがある場合もあって話しの噛み合わせは簡単
でなかったようだが、先輩が後輩に配慮してグループ
リーダーを任せる班もあるなど、様々な配慮がされて
いた（写真 3・写真 4）。
　そしてその後に懇親会が会費卒業生 1000 円、現役
生無料で開かれ、あちこちで昔を懐かしむ話と共に、
現役生と卒業生、異世代の卒業生同士の情報・意見交
換が行われていた。
４．現役生の感想
　このワークショップ参加経験を現役の社会教育演習
受講生はどのように受け止めたのだろうか ?　当日の
感想文を以下、掲載する。
同窓会イベントに参加して
～苦手だけど有意義な場～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　さまざまな年齢の人が集まる場所は、そう経験でき
る場所ではなくとてもためになったと同時にとても緊
張する場所であった。グループに現役生が私一人だっ
たのはとてもつらかった。ただでさえグループワーク
が苦手で、初対面の人と話すことが苦手で、人見知り
な私にとっては、正直に言うと地獄のような時間だっ
た。それほど苦手が集まっている場所であって、グルー
プにはだいぶ年上の方が 3 人。そして今回のイベン
トを主体となって運営していた AS クラブの方が 2 人
もいた。その中でリーダーを務めることになった。開
始 10 分で帰りたくなった。一生懸命進行しようと話
を振ったりしたが、完全に無視されて別の話題を始め
られることもあって、泣きそうだった。
　ワークの内容も、私自身が話題を振ることができた
のは最初のひとつ「ゼミで学んだこと」だけだった。
そのあとの項目は、完全に働いている大人向けのもの
で私に話せることはほんとに少なかった。そんな中で
どのように進行すれば良いのか戸惑わずにはいられな
かった。振り返ってみると頭が真っ白になってしまい、
黙っている時間がすごく多かった気がする。途中で考
えることを辞めたくなってしまった。
　そんな中で、最後の発表の時には大人の方にまとめ
写真 ４　発表しているのは社会教育演習の 3 年生
見守っているのは 93 年度修了生たち
写真 ３　グループワークの様子
基調講演パワーポイント（一部）
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るのを主にやっていただいた。またとめるのがすごく
上手で今までの授業などで作った模造紙より断然きれ
いで見やすいものだった。
　ワークの内容で、「親」の立場の意見を聞くことが
できた。主にお金の話ばかりであったが、働くという
ことはそういうことなのだろうと思った。私もたくさ
ん親に感謝しなければならないなと、改めて実感させ
られた。
　先輩方の話を聞くと、ゼミ後にお酒を頻繁に飲んで
いたと、ほとんどの先輩が仰っていたことが一番印象
に残った。私たちはゼミの後に飲み会をしたことが
あっただろうか。私はゼミが終わったらすぐに帰りた
い人だから、飲み会があったとしても参加するかはわ
からないが、ゼミの仲間とお酒を飲んだのは合宿ぐら
いなので一度くらいはやってもいいかなと思った。
　先輩方との交流はすごく有意義なもので、先生の人
柄・人脈などのすごさを改めて実感した。しかし、私
はあのような場は苦手だなとも改めて思った。社会に
出てからも経験するはずなので、学生のうちに経験す
る場を設けていただけるのはありがたいことだなと
思った。
ー風変わった同窓会
法学部法律学科 2 年
　
　12 月 2 日、いつも授業を行っている教室に廊下に
あふれ出るほどのおじさんおばさん方が集まってい
た。普段それほど狭く感じない教室がとても狭苦しく、
知らない人ばかりの中にポッンと座って何が起こるの
かと身構える緊張も相まって窒息しそうになった。勉
強会だとは聞いていたものの、普段の授業以上に緊張
感のある雰囲気に、これは本当に同窓会なのかと驚い
た。
　話されていることは笹川先生の授業で聞いたことの
ある内容が多かったが、それについての話し合いはか
なり真剣なものであった。自分は割かし人見知りな方
で、知らない人ともなると固まってしまってなかなか
うまくやり取りができなくなる。そのうえ今回は班の
リーダーを務めることになり、大変舞い上がってし
まった。同じ班の方はどの方も年齢は自分よりかなり
上で、その発表の仕方や態度も社会人らしく、とても
堂々としていた。リーダーとして話を振っていこうと
しても、やはり社会人の方々の慣れにはかなわず、後
手に回ってしまいがちであった。しかし、やはり社会
人の方々の意見ははっきりしており、特に竹中さん
の歯車とエンジンの例えは面白いと感じ、さらに詳し
く聞きたいと思った。それは向こうにとってもそうで
あったようで、特に仕事と稼ぎについての矛盾の話で
は、自分としてはまだまだ青臭いことしか言えないな
と思いながら発表したことが面白いらしく、もっと聞
かせてくれと言われた時にはうれしく思った。最終的
には話し足りず、時間の延長を申し出たくなった。思
わずこういった普段関わらないような方々と議論がで
きたことは大変良い経験となったと感じられる。
　初対面の人とすぐに話せるようになるのは難しいこ
とに変わりはないが、今回の同窓会を経験したことで
この方々となら語らうことができそうである。また機
会があれば参加をしてみようかと考えた。
想像しても行きたくなる場所
～同窓会を終えた感想を聞いて～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　前回、12 月 12 日（火）に行われた授業では、週
末に開催された社会教育演習・ゼミの参加した感想を
発表し合った。私は勉強会・親睦会を両方不参加で出
したが、そこで学んだ事やその場の雰囲気を皆の発表
を通して聞いた事で、当日の様子を想像する事が出来
た。
　私は盛り上がりのある雰囲気や既に歓談が始まって
いる場で楽しむ事は出来るが、先頭に立って話を仕切
る事や、盛り上げる事は緊張してとても苦手である。
そのため小規模なグループで何か言う事が当たり前で
ある様な、意見を交わす場にはまだ慣れてはいないの
で、想像すると少し緊張する。
　この笹川ゼミ・社会教育演習の授業を通して人との
繋がりがここまで保たれ、継がれている事は魅力的で
ある。変化を繰り返す時代の中で、伝統が重んじられ
るのは、歴史こそが変わらないものだからだと考える。
その為、この親睦会も 10 年、20 年続く交流の場になっ
たらいいととても思う。
　学生のうちにもっと交流を出来たら良いが、私の力
不足で皆との関係はまだまだ希薄である。しかし前向
きな言葉で言うともっと親睦を深められると思ってい
るため、その機会を同じ様に卒業後も作っていけたら
とても幸せな事であるととても感じた。
前向きになれた交流
～同窓会感想～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　今回の同窓会では、グループワークを実施したこと
で、前回の同窓会のときより深 <OB の方たちのお話
を聞くことができたり、自分の意見を述べる機会が
あったりした。グループワークでは働くことと稼ぐこ
とについての認識の違いやズレについて、議論したこ
とが印象的であった。今までアルバイトをすることぐ
らいで、仕事についてじっくり考えたことがなかった
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ので、社会で活躍している方々の考え方や経験を聞く
ことができてとてもためになった。
　グループ内の意見では、働くこととは、やりがいを
感じ、社会の役に立つことを行うこと、という意見が
多かった。一方で、稼ぐこととは企業の伸びに貢献す
ることや、生活費のため、などの意見が多かった。社
会人の方々は、自己実現や心から楽しめることと、目
の前の目標や数字の結果の両方を手に入れることは難
しく、矛盾を抱えていることを教えてくださった。
　また、大学時代に学んだことは社会で役に立ってい
るかというお題については、そこまで仕事と関連して
いないという意見があった。しかし、大学時代で自分
自身を見つめる時間ができたことで、自分の軸や基礎
が形成され、社会に出てうまくいかないことがあって
も強くいられるということを話していて、大学時代に
考えたことや出会いが今後の自分を形成するものとな
ることを改めて認識できた。
　人生は明るく楽しいことだけではなく、向き合わな
ければならない現実もあるということを再度理解した
が、この同窓会のような場所で自分の気持ちを整理し、
それを共有する機会を持つことで、また前向きに生活
を送ることもできるのだと感じた。
先輩との交流から得たもの
～社会教育演習同窓会を終えて～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　今回は社会教育演習の同窓会ということで、同窓会
メンバーの社会人の方々と一緒にグループワークを
行った。進めていく中で、笹川ゼミの良いところや働
くことの意味を考えることについて話し合った。
　私のグループには、出版社に勤めている斎藤さん、
公務員の佐野さん、専業主婦の旧姓遠藤さんがメン
バーであった。ワークをしていく中で、3 人とも沢山
意見が出て、それぞれが違う意見があったらどうして
そう思うのかと突っ込んだり、生き生きしていた。そ
れを見て、いくつになっても学ぶ意欲がすごいなと感
心した。いつまでも学ぶ意欲があることは素晴らしい
ことだし、いつまでも成長しつづけることが出来る。
私もそんな大人になれるのだろうかと疑問が湧いた。
　笹川ゼミで学んだことについて話していた時は、
OB·OG の方からはいろんな話が出てきた。様々な人
に出会えたこと、リテラシーについて学べた、お酒の
飲み方、ある意味図々しさを培ったことなど出てきた。
それらは現役の私が感じていることとほとんど同じこ
とで、とてもびっくりしたし、世代は違うのに学んだ
ことは一緒なのかと共感できたことが面白かった。
　また、仕事についての話し合いの時は働くことのリ
アルを少し感じた。仕事をすることで大人の証明にな
る、自分の成長を感じさせてくれること、社会への存
在意義なるなどの意見が出た。また、遠藤さんは専業
主婦の立場から仕事について考えていたが、その意見
が心に残っている。「子育ては見返りのない良い仕事。
一生懸命やってもその恩が必ずしも返ってくる保証も
ない。だけどするもの。」と言っており、確かにその
通りだなと思い、子どもの立場から考えた時に自分の
両親のことを思い出した。当たり前に育ててもらって
いることに「もっと感謝しないとな」と、子どもの立
場として反省した。
　私は年上の人と話すことは正直得意ではないが、こ
のように自分とは全く違う年齢や立場の人々と意見を
交換することは自分にとって新たな発見や刺激になる
ので参加して良かったなと思っている。
世代を超えての交流
～同窓会イベントに参加して～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　12 月 2 日に同窓会イベントが行われた。会場に着
くとすでに多くの OB の方が会場の準備をしてくだ
さっていた。こんなに多くの OB の方がいらっしゃる
とは思っていなかったので驚いたのとともに自分はす
ごく気軽な気持ちで来てしまったので少し不安になっ
た。
　そしてグループワークの時間になった。私の班は入
江さん、佐々木さん、中村さんの 4 人だった。内容
はゼミで学んだことに始まり職業に関するものも多
かった。笹川ゼミでは「多様な生き方を知ることがで
きた」ということはどの世代でも共通していた。職業
についての問いは、まだ就職した経験がない私にはな
かなか想像しにくいことも多かった。職業観について
社会人の方々のお話を聴く機会はなかなかないのでと
ても貴重な時間だった。仕事においての達成感ややり
がいを感じる瞬間は、売り上げなどの目に見える利益
が伸びたときだけではなく部下や生徒たちの成長を感
じることができたときでもあるというお話が心に残っ
ている。
　私の班は終始穏やかな雰囲気でグルプワークが進
み、入江さんは東大の事務職員として働いている、佐々
木さんは仕事をしながら社会院生として学んでいる、
中村さんは人の男の子を育てながら中学生の教師とし
て働いているということも知ることができた。
　その中で中村さんの「もともと学校の教師だった夫
が結婚してから『実はフリースクールで働きたい』と
言い出して、収入も不安定になるし最初は戸惑ったが
『私が頑張らなくちゃいけない』と割り切って今は仕
事も子育ても頑張っている」というお話が最も印象的
だった。とてもたくましい生き方だなと思い同じ女性
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として憧れたし、人生はきっと予期せぬことの連続な
のだろうなとも感じた。自分の理想を叶えるために努
力することとおなじくらい予期せぬ事態に柔軟にたく
ましく対応していくかも生きていくうえで重要なこと
だと思った。
生き生きと人生を送りたい
～社会教育演習同窓会に参加して～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　私は先日行われた社会教育演習の同窓会に参加して
いろいろな世代の方々に会い、同じテーマでディス
カッションを行った。この経験はとても私にとって刺
激的で今後の進路にもよい影響を与えるだろうと思っ
た。印象に残ったことを二つ述べていきたい。まず、
班単位のディスカッションに関してはとても頭を働か
せたため率直に言うと終わった後は疲れた。テーマは
社会に出たことのない学生である私たちにはとても難
解なもので特に「自分にとっていい仕事と稼ぎの矛盾」
というテーマが相当頭を悩ませた。社会に出たことも
ない小娘が生意気なことを言っているのかと思うが現
時点での私なりに考えを絞り出した。私が将来就きた
い仕事はやりがいはあるが重労働なわりにはお給料も
そこまで高くない。それがいま私の考える矛盾である。
確かに離職率も高くブラックだと言われている。その
ようなマイナスポイントもあるが、私はそのような職
種に就きたいという希望はある。
　次に同じ班にいた山崎さんという方との交流だ。山
崎さんは現役で看護師をやっており過去には看護学校
で教員をやっていたこともある。山崎さんは大学院時
代に笹川先生にお世話になったという。山崎さんにい
ろいろお話を伺ったところ参考になるアドバイスをた
くさん下さった。看護師は体を動かしながら同時に頭
をフル回転させながら仕事をしているそうだ。また看
護師として働くにあたって「国家資格取得後最低でも
3 年は一つの病院で教育を受けながら働かないと基本
的な能力は身につかない、反対に看護師になって年数
も経たないうちに病院を転々としていたら履歴にも影
響が出る」と山崎さんはおっしゃった。それに対して
私はどうしたらもっと患者さんのためになるのかと
頭をフルに回転させるという点がもしかしたら私が仕
事において求めるイ理想と近いのかもしれないと感じ
た。さらに私の母は「看護師や介護職は特殊な世界」
と言っていて敷居が高いイメージを抱いていたが社会
人としての心構えは一般的なもので少し安心した。
　最後に山崎さんの姿を見ていてとても気配りがきて
芯の強い人だと感じた。懇親会でも自らお皿や箸を配
り、片付けなども率先して行ってくださった。最初は
笹川ゼミ同窓会の副会長だからそうしているのかなと
思ったが山崎さんは全然嫌な顔一つせずむしろ生き生
きとしているのでおそらく誰かのために率先して動く
ことが好きだろうと思った。実際看護師の仕事にもや
りがいをかなり感じているそうだ。
　私も現在看護師になるかホテル業界に就職するかと
ても迷うがこうありたいという私の軸があるためどち
らに転ぶにせよ、生き生きと働けると思う。
同窓会の話を聞いて
文学部心理学科 2 年
　12 月 2 日に社会教育演習の同窓会がありました。
私は、その日部活の行事とかぶってしまったため行け
なかったのですが、行ってきた皆さんの話を聞く限り
とても和気あいあいとした様子だったことがうかがえ
ました。
特に思ったことは、みんな社会人との関わりが新鮮で
よかったと言っていた点です。そこは私も同じでみん
なの話を聞いている感じ、卒業生の OB·OG の先輩方
とたくさん話せたようなのでとてもうらやましく思い
ました。この同窓会は、キャリアデザインのというく
くりではなく、社会教育演習の授業を在学中受講して
いたというくくりで行われているためキャリアデザイ
ン学部ではない卒業生の先輩方も来ていたらしく、と
にかく様々な人が来ていたそうです。会場に入る前の
廊下を歩いている段階から想像以上に多いことに驚い
たといっている人もいたので、かなりの規模の同窓会
だったのかなと思いました。卒業して何年・何十年と
たってからもこうしてかなりの人が来てくれるゼミに
私は入っているのだなと実感しました。
　また、卒業しても、なお大学の行事に参加してくれ
る人がこれだけの人数いるという事実を面白く感じま
した。私の場合、きっと卒業したらたとえ招待された
しとてもめんどくさいなどの理由でこういう行事ごと
には参加しない可能性があります。そんな私とは違い
多くの元笹川ゼミの先輩方が参加していました。自分
の大切な時間を削って母校の後輩たちのために使おう
とする姿勢は本当に尊敬できるし、多少なりとも見習
わなければならないと思いました。
また戻れる場、また学べる場にて
～笹川ゼミ同窓会に参加して～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　12 月 2 日土曜日、笹川ゼミ同窓会に、社会教育演
習ゼミ生として参加させていただいた。家での問題が
発生したため（給湯器が壊れた）、グループワークの
みの参加となった。
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　参加してみて、同窓生の多さやその年代や職業、バッ
クグラウンド等の多様さに圧倒された。しかも、ゼミ
生であった頃から 20 年、30 年たったにもかかわらず、
ともに勉強するため（語るためでも、飲むためでもな
く、ということに衝撃を受けた。もちろんそれらを期
待している面はあろうが）に集まれるゼミであること
に驚きを隠せなかった。同窓生たちの熱意、ゼミや先
生に対する思い入れの強さを感じた。
　私の所属するゼミでは到底考えられないほどの規模
であり、そもそも私のところのゼミで同窓生が集まる
ことがあり得るのだろうか、と個人的には思う。
　グループワークでは、笹川ゼミで学んだこと、仕事
や稼ぐこと、その矛盾、大学の学び等について考え、
話し合いを行ったが、授業の延長戦のような感覚を持
ちながらも、社会人になった方、すでに離れた方、な
り立ての方等、様々な人の考えや意見を聞くことがで
きた。自分たち大学生よりも社会経験がありその面白
さや苦労を知っていることもあろうが、話に説得力が
あったように思う。グループワーク内でリーダーを務
めることになったが、グループ内のサポートが厚かっ
たように思う。自分自身あまり人を引っ張るようなこ
とをするのが嫌いなたちであり、苦手であるので、リー
ダーが得意な方のサポートはありがたかった。
　全体として和気あいあいとした雰囲気である中で、
いかにして進行していくのか、どうまとめるのか、発
表はどうするのか、準備等はどうするかなど、機敏に
柔軟に動いている方々が多かったように思う。笹川ゼ
ミや社会で培った力が自然と使われているのだなと感
心してしまった。
　社会人の方とグループワークで話す時間は多少なが
らあったものの、時間や構成の関係上あまり話せな
かったように思う。社会人と話す、ということを考え
ると、懇親会に参加できなかったことが悔やまれる。
できることなら次回以降の場に参加できれば…と思
う。
社会人と意見を交わせる貴重さ
～社会教育演習同窓会参加の感想を聞いて～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　私は神楽坂で飲んでいるときに社会人と話す機会が
多くある。また、有志で集まったボランティアスタッ
フでお店を回しているアパレル店で最近お手伝いをし
ており、そのときも大多数が社会人であるスタッフた
ちと話す。
　ただ、神楽坂の飲み屋で話すときの大人の話題はお
酒の席であることもあってくだらない話であったり、
神楽坂界隈のお店の話をしていたりするときもある。
腹を割って対等な立場で話せているようで、真剣な話
をいつもできているわけではない。また、ボランティ
アスタッフとの会話はお店のことがメインになり、顔
を合わせて働いていても、お互いに深く語り合うよう
な機会に恵まれることはあまり多くない。
　社会教育演習の感想を聞いて、社会人と交わってグ
ループを作って座り、真剣に意見を交換し合える様子
が伺えて、きっと有意義な時間を過ごしたんだろうな
と思った。また、卒業後時間が経ってもこのような会
を開催する機会があることは素晴らしいと思う。
　私は当日、留学のテーマに関しての話をするために
どうしても訪ねたい人がいて、キャンセルせざるを得
なかった。それはそれで私にとって有意義で貴重な時
間であったが、社会教育演習同窓会参加のチャンスも
貴重だと思うので、次回は参加したいと思う。できれ
ば在学中、その後は社会人になっても参加する機会に
恵まれれば嬉しい。
世代は違っても得るものは同じゼミ
一笹ゼミの先輩から学んだこと一
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　12 月 2 日土曜日に社会教育演習の授業における笹
川ゼミの同窓会が開かれた。同窓会というと、どうし
ても懐かしい仲間と久しぶりに会ってお酒を飲んだり
ご飯を食べたりするイメージがあるが、今回の同窓会
はこのようなイメージとは少し違ったものだった。同
窓会の構成メンバーは、笹川ゼミの OB、OG の方々と、
笹川先生と私たちであり、飲食を楽しむ前に勉強会が
あった。同窓会に参加するまではこのような同窓会に
どんな意味があるのだろうと考えていた。しかし参加
後の今は、この同窓会から得た気づき・繋がりは大き
なものであると感じている。
　私は法政に入学し、キャリアデザイン学部で人の周
りを取り囲む環境（教育・ライフ・ビジネス）につい
て学びを深めてきた。自分史にも書いたように、この
学部が第一志望ではなかったためどんな勉強をし、何
を学ぶのかということを入学当時は全く分かっていな
かった。しかし、社会教育演習の授業で自分史を書き
始めてからやっと、キャリアデザイン学部の意味や、
そこで学んだこと、またそれが自分にどんな影響を与
えているのかを具体的に考えるようになった。
　そういったことに気づき始めたタイミングで行われ
た、同窓会のグループワークで「笹川ゼミから得られ
たこと」という質問テーマにおいてほとんどの先輩方
が、「居場所・帰って来られる場所・自分史・繋がり」
などと発表していた。私は笹川ゼミを「繋がりの場で
あり、人間力を養う場」であると考えている。人は安
心できる居場所があるからこそ、離れていても、その
離れた地で活躍することができるのだと思う。その居
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場所は家族、友達など様々で良いと思うが、居場所の
数に制限はないため多ければ多いほうがその人の支え
となるのではないかなと考えている。そういった何年
たっても帰って来られる居場所がゼミにあるという人
はなかなかいない。また、先澁方は笹川ゼミに信頼が
あるからこそ戻ってきているのかなとも思った。そう
いった「信頼関係の形成」は「人間力」がなければで
きないことだと考える。私も意識はしていないが笹川
ゼミの一員として、しっかりとこうした学びを深めら
れていると感じる。
　最後に、こうした学びは世代が違っていても共通し
ているというところが面白いと思った。これからの人
生で私も笹川ゼミをたとえ失敗しても、上手くいかな
いことがあっても、戻って来られる居場所としていき
たい。
社会人さんと話して自分を振り返る
～社会人クリケッターと私～
文学部心理学科 2 年
　私の中で、1 番かかわりのある社会人さんはクリ
ケットをやっている女性たちである。大体がスポーツ
の場面で関わるのでまじめなお話をすることは少ない
が、クリケットについて説明してくれる時や、ミーティ
ングや納会などのかしこまった場で話す時、何かを相
談した時の返答や受け答えは理路整然としていて根拠
もあり、しっかりしてらっしゃる印象がある。1 文 1
文を短くしたり、話す順番がうまかったり、プレゼン
をするときの堂々とした感じは、学校で発表をすると
きの参考になるなとも感じる。
　1 番尊敬する、というか社会人さんだな、と思うの
は、視野が広いことだ。私はクリケットをする時、1
プレイ 1 プレイに必死で、代表などのレベルが高い
場に行くとなおさらである。その相談を、少ししたと
きに、「楽しむことが一番だよ」と言われた。それは
大学の同期にも言われる言葉ではあるが、その根拠に
自分が経験してきたことを話してくれたことで一気に
話の重みが出て、かっこいいなと思った。技術面でも
クリケットの経験が深いこともあり、練習中にくれる
アドバイスも具体的だ。言い方も上手く、悪いところ
の指摘だけではなく、どうすればいいか、というとこ
ろまで教えてくれし、実際に技術が向上する。そうい
う点でとても信頼できる。
　私が接してきた社会人の方は、自分の経験を上手く
話すことができ、後輩に伝えて育てることができる。
私も、自分先輩から教わってきたことを後輩に還元す
ることができる人になりたい。そのためには信頼して
もらうために、技術、精神的に尊敬される人にならな
いといけないと思うので、まずは今、尊敬している社
会人の方からたくさんのことを吸収して自分を成長さ
せていきたい。
笹川ゼミで学び、
社会で働くということを知った同窓会
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　笹川ゼミ（社会教育演習）の同窓会に参加し、普段
あまり関わる機会のない年代の人と交流ができた。た
だ年上の社会人の方と交流するだけではなく、笹川先
生に教えていただいた（いる）、元（現）ゼミ生であ
るという共通点があったからこそできた話がたくさん
ある。
　働くことについては、大学生が思い描いていること
と実際に社会人として長い間働いている人が考えるこ
とでは、大きなギャップがあるとわかった。大学生の
場合、「働く」経験は基本的にアルバイトである。中
にも、大学生によってはアルイバトをしなければ生活
に行き詰まるというわけではなく、小遣い稼ぎにアル
バイトをしていたり、自分の成長のためにアルバイト
をしたりする人もいる。そのため、グループワークの
中でも、現役生が考える働くことの中には、自己実現
など働くことの良い側面が多く挙げられた。
　一方、卒業生の社会人の方々からは、職業として働
く理由は稼ぐことで、生活のために必要なことである
という側面もとても大きいものであることがわかっ
た。また、いい仕事と稼ぐことの矛盾についても、大
学生より早く答えが出ていたような印象がある。社会
に出て働くとはどういうことか、いい意味でも悪い意
味でもリアルな考え方に触れられた。
　最後に、同窓会全体の感想としては、率直に言うと、
思ったよりも参加者が多かったことにとても驚いた。
7 月に笹川ゼミのシンポジウムでお会いした方たちだ
けでなく、初めてお会いする社会教育演習の同窓生も
多くの方が参加されていて、改めて笹川先生の人脈の
広さと、卒業生たちのつながりの強さを感じた。共に
授業を受けた仲間とこの先も長い付き合いが続くとい
いなと思った。
生き生き
～勉強会に参加して～
キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 3 年
　2017 年 12 月 2 日の勉強会に参加して思ったこと
は、皆さんとても生き生きとしていて、すごいという
ことである。司会や挨拶、感想ひとつ述べるにもハキ
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ハキと話していて迷いがないように思えた。何であん
なふうに楽しみながら積極的に勉強会に参加できるの
かと不思議にも思った。私はこの社会教育演習や学部
のゼミに参加していいて、何を学んでいるのか、何を
得ているのかなど今はよく分かっていないし、大学に
来ている理由も正直なぜだか分からない。だから何を
話せばいいかも分からなかった。
　だけど、社会を知らない自分たち大学生にしか見え
ない視点があるのだろうとも思う。経験が少ない分、
先入観などにとらわれずに物事を考えられるし、社会
に出てしまったらそういった純粋さや柔軟さを取り戻
すのは難しいような気もする。だから、大学生の今し
か感じられないことを大事にしたい。
　また、今ここにいることは将来何らかの役に立つこ
とは分かったような気がする。こうやって毎回レポー
トを書いたり、発表したり、コメントしたり、コメン
トしてもらったりと、毎週やっていることは自分たち
にとって意味のあることだと信じたい。同窓生の人た
ちも自分たちと同じように取り組んで、今回のような
勉強会を積み重ねてきているからこそ、生き生きとし
た今の姿があるのだろうとも思える。
　そして、今回社会人のお話を聞くことができたとい
う面から考えても、勉強会に参加したことはいい経験
であったと感じる。この演習を受けていなければこう
いったものに参加することもなかっただろうし、リア
ルな社会人と直接話すこともないかもしれない。話を
することは緊張もするし、楽なことではないけれど、
就職活動をする際やこれから自分が社会人になってか
らも、役に立つスキルになると願いたい。
　今はめんどくさいと思うようなことも将来のために
なると思って、ひとつひとつ乗り越えていけたらいい
と思う。そして私も生き生きと過ごしていきたい。
５．卒業生の感想
　この感想を見ている限りにおいて、現役受講生たち
は、職業的な面、家族・子育てとの関係、稼ぎと仕事
の矛盾などについて、多くの刺激を受けたようである。
同時に、大学での異世代間交流の意味を述べているよ
うに思われる。
　これに対して、卒業生たちはどうだったのだろう
か ?
OB・OGと現役生で共有した
「笑顔」と「本気」の楽しさ
1993 年度　社会教育演習修了生　市川篤史
　
　本当に楽しい勉強会でした。
　「楽しい」というのは、自分史をベースとした「人
の生涯、経歴」について、現役の学生さんと OB・OG
の皆さんが共に考え、語り合えたことです。
　これは、時期が違っても、各々が「真剣に学び、真
剣に遊ぶ」をモットーにして学ぶ笹川ゼミでの学びを
経験したことで、共通の心情や精神をもつことができ
たからだと思います。それが、「笑顔と「本気」なの
でしょうね。初めて会っても、それぞれがすぐに打ち
解け、　そして、つながるということ！恐るべし笹川
ゼミパワーだと思いました。
　また、機会があるときには皆さんと語り合いたいで
す。
　本当にありがとうございました。これからもよろし
くお願いします。
同窓会があったからこそ、深い話ができた
1993 年度　社会教育演習修了生　吉井淳浩
　今回の勉強会は僕ら AS くらぶが中心だったのでそ
の事前準備のために 2 回集まった。ただの飲み会だっ
たら昔話に花を咲かせるだけで、その時の雰囲気でそ
の場が終わってしまう。しかし、会を進行するのにあ
たって話をしなければならないので、そこはやはり話
す内容も深く、その場限りの話ではなかった。結果と
して、同総会があるからこそこうした機会が卒業して
からも持てたし、持てることは幸せなことではないか
と思う。
　ゼミ修了後 23 年という時間がたったわけだが、当
日は大学という場所で、そして世代を超えての人たち
と意見交換ができたことは、グループワークという形
式での進行だったこともあってとても面白かったし、
学びの場にいるという感覚に浸ることができたことも
今回の勉強会の一つの大きな成果だったと思う。
時間と世代を超えて人を結び付ける
大学（ゼミ）の醍醐味
1993 年度　社会教育演習修了生　入江宜孝
　新旧の校舎が立ち並ぶ母校を久しぶりに訪れた。学
生時代と同じように、JR 市ヶ谷駅から外堀公園を歩
き校舎に入った。今回は AS くらぶ主催の勉強会とい
うことで、数名のメンバーとは打合わせのため顔を合
わせてはいたが、同窓会当日、当時のメンバーがほぼ
揃った。目新しい食堂でいっしょに昼食を取り、当時
やこれまでのことに会話を膨らませながら、勉強会本
番を迎えた。勉強会は、いろいろな世代の方や現役生
を組み合わせた班別で発表が行われたこともあり、こ
れまでの自分の経験や考え方を話す機会と同時に、自
分の経験にはない話や考え方を聞く機会ともなり、と
ても有意義な時間を過ごすことができた。帰り際、先
生と握手を交わしながら、普段の生活では感じること
のできない貴 重な経験をさせていただいたと思うと
同時に、こうして 23 年ぶりに学友と会うことができ、
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また、異なる世代と交流することができるのは、時間
と世代を超えて人を結び付ける大学（ゼミ）の醍醐味
でもあると感じた。
現役受講生に感心
1995 年度社会教育演習修了  山崎真由美
　このたびは、初めてグループワークを取り入れた勉
強会だった。限られた時間の中で、次々と出される問
いに応えるのはなかなか難しかった。それを整理し、
他のグループのメンバーにもわかりやすく発表するの
もまた容易ではなかった。
　しかし、終わってみればどのグループの発表もそれ
ぞれに特長のある内容でとても興味深かった。その人
が何を感じ、思い、考えているのかは、その人に聞い
てみなければわからないなと改めて思った。自分と他
者の頭の中を突き合わせてその違いがわかったとき、
ほんの少し自分自身が拡がった ( 変化した ) のを感じ
て心地よかった。
　それぞれにしても、現役の学生には感心した。物お
じせず、初対面のおとな達と対等にやり取りしている
のに感動した。私がこのくらいの年代で、同じような
ことはとてもできなかったように思う。あとで知った
が、何人もの学生が、緊張して泣きそうだったり、帰
りたくなったりしていたそうで、それにも驚いた。そ
れぞれの持てる力を発揮して、頑張っていたんだなと
微笑ましかった。
　卒業生も現役学生も、笹川ゼミや笹川先生との関わ
りを通して、一人ひとりの表現を励まされ、訓練され
たその成果だと実感した勉強会たった。
いつの時代も変わらない～笹川イズム
1997 年社会教育演習　中村奏子
　笹川先生、ゼミ生の皆さま、卒業生の皆さま、先日
は貴重なお時間をありがとうございました。
　大学を卒業してもうすぐ 20 年 !? という月日を忘れ
てしまうくらい、充実したひとときでした。色々な方
とお話ができ、沢山のことを教えて頂きました。
　なかでも、仕事とは？就職とは？とグループ活動を
した時に、現役ゼミ生とＯＢが一緒にひとつのことに
ついて意見を交わし、お互いに深め合うことができま
した。どのグループの発表をお聞きしても、いつの時
代の学生の中にも、同じ笹川イズムがあるということ
感じ嬉しくなりました。
　私自身、２回の異業種転職を経て現在教壇にたてて
いるのは、この笹川先生の教えのおかげだと思ってお
ります。
　きっとこれからもこの笹川イズムは沢山の学生さん
に広がり、のちの社会にますます広がるのでしょうね。
またぜひ共有させてください！
社会教育・キャリアデザイン学を共通言語とした
価値観を持つ者同士の会話
1997 年　社会教育演習　沖野晶子
　今回の交流会は、題目について、グループで協議し
全体へ発表する形式でしたが、それらを通じて、 笹川
ゼミのキャリアデザインの枠が、 私がゼミを受講して
いた 1997 年頃よりも多様になっていると感じ、自身
にとって実りある交流会となりました。
　また私のころには、卒業してから 社会教育や学校
教育に就かれる方が多かったように思いますが、最近
では一般企業を希望する方も多いことが感じ取れまし
た。それは 2003 年にキャリアデザイン学部が新設さ
れ、それ以降に集まる学生のみなさんが、より多様な
目的や価値観を持って入学していることに縁るのかな
と思います。それと併せて、私が卒業してから 20 年
経ちますので、時代も変化し、生き方・働き方・学び
方なども多様になっていることも、実感できる交流会
でもありました。
　私自身は一般企業に就職しており（新卒で広告代理
店に勤務し、その後は４社ほどメーカーや通信会社に
てマーケティング職で勤務しています）、ゼミ生の卒
業後の進路は様々かと思います。また在学生と比べる
と、年齢幅が数十年あり、交流会は、学生・社会人、
職務も異なり年齢幅もある、多様なバックグラウンド
を持つ、個性豊かな集合体で話し合いが持たれたよう
に思います。社会に出ると、この様な経験は、自身で
取りにいかないと、なかなか得られない経験です。
　その環境下で、みな同じく社会教育・キャリアデザ
インについて、熱く語り合えたことは素晴らしいこと
だと思いました。と、ともに、何故これだけ多様な人々
が集まっても語り合い・談笑し合えるのか？と、ふと
疑問に思いました。 
私見ですが、それには笹川ゼミで学ぶ学友のつながり、
延いては、社会教育・キャリアデザイン学を共通言語
とした、価値観を持つ者同士の会話は、学生だろうが、
社会人だろうが、立ち位置も関係なく、自由に対話で
きる世界観があるのだろうからだと考えます。個々の
裁量も、生きる目的も、経験年数も、すべてのベクト
ルが異なる（或は重なる部分もある）筈ですが、それ
を超え、共通知識・言語を持ち、共有・共感し、意見
に耳を傾ける環境が、笹川ゼミで脈々と作られた伝統
なのではないかと思います。
　最後に、私がゼミを卒業してから、およそ 20 年経
てもお付き合いさせて頂ける、笹川先生や、学友の存
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在に感謝いたします。
さらには、世代を超えて、社会教育について、話し合
い、あるときには議論を交わせる先生や諸先輩方、そ
して新しく柔軟性のある、学生のみなさんの向き合え
る機会のあることに感謝いたします。そして、その場
所を作ってくださる、笹川先生には、改めて、本当に
感謝しております。また皆さんにお会いできることを
楽しみにしております。
笹川ゼミ=帰る場所
1997 年度　社会教育演習　小竹志奈
　笹川先生との出会いは、法政大学生の時「社会教育
主事」資格取得のため二部の授業を受講した際です。
日中の授業は、如何に効率よく（学生生活を謳歌する
自由時間を確保）するために受講。一方、笹川先生
の講座は一言で言うと教授と学生の距離感が近いので
す。
　“ 識字 ” とは “ 生涯学習 ” とは。勿論、真面目に講
義はありましたが、記憶に鮮明なのはやはり宴会や合
宿での自己表現の大切さだったように思います。自分
とはどういう人間なのか、長所や短所を先生や仲間と
の会話の中に見つけられたような気がします。「キノ
コ事件」などざっくばらんな先生には何をお話しても
大丈夫。結果、先生は自然と沢山の学生に囲まれてい
ました。
　1999 年に私たちは卒業後し、先生はその後『キャ
リアデザイン学』の教授となり、ここで改めて先生の
偉大さを知る事になります。私は就職や転職で思い悩
んだ際、何度も先生にアドバイス頂き救われました。
後で聞くと、他のゼミ生も同様に実の親のように頼
りにしていたと聞き驚き、人生の長きに渡りお世話に
なっている事に気づきました。
　先日 2017 年の暮れには「笹川ゼミ会」に参加させ
て頂き、現役生や卒業生が笹川先生を通じて “ 繋がっ
ている ” と実感しました。
　ゼミ会では、「稼ぐとは」「良い仕事とは」「良い仕
事と稼ぎの矛盾」というテーマでグループディスカッ
ション。おしまいには、グループごとに大きな紙に図
式化してまとめ発表する。これを短時間で成し遂げた
のです。普段は仕事、家事、育児と日々の生活を忙し
く送る中で、人生をふと立ち止まって考える貴重な時
間となりました。
　ゼミ会後の懇親会ではもっと長く多くの方とお話し
たかったものの、静岡行きの最終新幹線に飛び乗り日
常に帰りました。
頻繁にお会いできませんが、この世界にはあんな風に
頑張っている笹川ゼミの仲間がいる！と思うだけでも
心強くなります。
　笹川ゼミ会は、帰ることができる場所なのかもしれ
ません。先生がゼミ会で問いかけた、
　Ｑゼミの同窓会って何？
　Ｑ大学って役に立つ？
　の答えは上述にあるのだと思います。
じっくり話し合えたグループワーク
2001・2002 年度　社会教育演習　佐々木美貴
　これまで同窓会では、同窓生による自分史の報告と
それをふまえた参加者によるディスカッションの形
式の勉強会を、毎年 3 回程度開催していた。そして、
2017 年 12 月 2 日に開催した同窓会では久々にグルー
プワークを取り入れ、多くの現役の社会教育演習受講
生も参加した。
　私の班は、今回主体となった 1993 年度の社会教
育演習受講生が 2 名、2001-02 年度の受講生である
私、現役学生 1 人の 4 人の構成だった。1993 年度の
1 人は国立大学の事務職員の男性 A さん、もう 1 人
は 3 人の男子の母親であり中学校の教員の女性 B さ
んだった。私は、NPO 法人で働きながら、2017 年 4
月から大学院へ通っている。現役学生の C さんは、キャ
リアデザイン学部 3 年生の女性で、まだ就職につい
てイメージが持てないと話していた。
　自己紹介から始まり、ゼミで学んだこと、ゼミでの
経験が人生や仕事で活きたこと、仕事のやりがいにつ
いて話をした。A さんと私は、ゼミが終わった後に先
生を含めたゼミ生でよく飲みに行き、恋愛の話や就職
のこと、家族について語り合った、ということを話し
た。A さん、B さんの時は昼、夜、多摩の 3 つのゼミが、
私の時は昼、夜の 2 つのゼミがあり、どちらも異な
る学部、社会人学生がいたことは共通していた。同じ
大学でも、学部や人生経験が異なる人たちと話す場は
あまりなかったので、ゼミ終了後の語り合いの時間は
とても楽しく、ためになったように思う。
今回のグループワークは、4 人という人数だったので、
お互いに話したいことが話すことができ、現役学生も
聞きたいことを質問できたようだった。
　A さんは、管理職として仕事をしていく中で、若い
職員からの提案が少なく困ったことや、同僚たちと一
緒に仕事をして目標を達成する喜びについて話をし
た。B さんは、結婚して学校の教師だった夫がフリー
スクールで働きたいと学校を辞めたため、B さん自身
は中学校の教師を辞めることができなくなり、息子 3
人を育てながら今も続けていることを話した。私は、
NPO 法人で働く中でこれまで自分が行ってきたこと
を整理し、まとめるため、大学院に入学したこと、福
島出身なので、震災以降さまざまな困難にあっている
福島のためになることを大学院で学びたいことを話し
た。
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　これまでの同窓会の勉強会では、1 人の自分史につ
いて時間をかけて話を聞き、質問やディスカッション
をしてきたが、今回は短い時間で 3 人のゼミ時代か
ら現在までの人生を大まかではあるが話を聞くことが
できた。とくに、B さんは夫が安定した職業を辞める
という、結婚するまで描いていなかった人生になった
が、大変だけど息子さんたちを育てながら教師を続け
ているという話は、私にも C さんにとっても印象深
いものとなった。
　私は 2001 年の授業で、22 歳で結婚し仕事を辞め
専業主婦となり、25 歳で夫を亡くしたことを自分史
に書いた。B さんの話と私の人生に似た部分があり、
B さんの話は他人事ではなく、聞くことができた。
B さんが率直な話をしたのは、同じ世代だけでなく、
これから就職活動をしていく 3 年生が参加していた
ことも大きな要因となったと感じた。B さんは、これ
から職業を選択していく C さんへ同じ女性の先輩と
して、人生にはさまざま選択肢があること、思いどお
りにならないこともあること、そして、選んだ道を精
いっぱい生きていることを伝えたいと感じたから、そ
の話をしたのだろう。また、4 人という少人数のグルー
プワークで、お互いの顔を見ながら話をするという状
況も、この雰囲気を作れたのではないかと思う。
今回の勉強会は、私のちょっと先をゆく約 5 歳先輩
たちの職業や家族の話を聞き、自分の人生を少し振り
返り、これからを考える時間になった。同じ職業では
ないけれど、誰でも悩みはあるし、それを１つずつ解
決していけば良いのかなと、漠然とした不安から少し
解放された。そして、これまでの自分の生き方が、現
役学生の参考になるかもしれないと、感じられた勉強
会となった。
　プロフィール作成や場の雰囲気を作った 1993 年度
の先輩たち、部活動やアルバイトをやりくりして参加
した現役学生たちに、心から感謝！
学生活の一コマが何十年も続くなんてことは
そうそうあることではない
2009 年度　社会教育演習　湯澤和佳子
　2017 年 12 月 2 日に開催された今回の笹川ゼミ同
窓会はいつもと様子が違っていた。
　同窓会には 2012 年から参加させてもらい早 6 年
にもなった。私が知る同窓会は、一人の人にフォーカ
スを当て、その人が自分の今までを振り返り、自らを
見つめなおしこれまでの半生を語ってくれた。普段は
決して話さないであろうようなことも踏み入って話し
てくれ、都度心に染み入った。だが今回は、２０年以
上前に笹川先生の社会教育演習を共に受けた同窓会会
長吉井さんの仲間 10 名が、この同窓会の場所に一堂
に会し、その方々が中心となりグループワークの形で
勉強会が行われたのだ。現役生もいつもの勉強会より
はたくさん参加してくれ、老若男女合わせて 40 人ほ
どの参加ととても盛況な勉強会になった。
　これから社会に巣立つ現役生、社会に出て数年の若
い同窓生。仕事、家庭、子育ての真最中の中で奮闘し
ている同窓生。社会人 20 年 30 年 40 年選手の同窓生。
立場の違う各人が６つのグループに分かれそれぞれの
立場で参加し活発なグループセッションができた。
　一緒のゼミで過ごした先輩が組織の下で働き、やり
がいと同時に戸惑いも隠さず話す姿には多分、現役生
は自分の明日を見たことだろう。卒業して 20 年以上
の時を経て、見た目はおじさんおばさんになっていて
も、会わない期間が長かったとしても、誰かが声をか
けたならやり繰りをして集まり、笹川ゼミで一緒に学
んだ（飲んだ）その当時に戻れる先輩方を見て、素敵
なことだと思っただろう。
　笹川ゼミ同窓生には利害関係が何もない。この同窓
会という場があるということを、心の隅にポッと灯し
ておいてほしいと思う。今参加したいと思わなくても、
もしかしたら参加したいなと思う時が来るかもしれな
い。大学生活の一コマが何十年も続くなんてことはそ
うそうあることではない。
６．どこでもできる同窓会と学部横断的な
　　　社会教育演習の面白さと～おわりに～　　
　以上、私が担当してきた社会教育演習を軸とする同
窓会における異世代間交流の試みを見てきた。現役生、
卒業生たちの感想を見ていて、少なくとも「帰る場所
としてのゼミ同窓会」の意味とそれを舞台とした現役
生と卒業生との異世代間交流の意義はあるように思わ
れる。
　1997 年修了生の沖野さんが書いているように、「社
会教育・キャリアデザイン学を共通言語とした、価値
観を持つ者同士の会話」がそこに成立しているから
なのかもしれない。もしそうだとすれば、ここから 2
つのことが言えると思う。
　1 つは、教育委員会事務局における社会教育主事と
いう従来のイメージに縛られずとも、「社会教育士」
として、“ あらゆる場所、あらゆる機会 ” に “ 実際生
活に即した教養を身につける ” こととしての「社会教
育」（社会教育法第 3 条）活動を行っていくことの大
切さである。そうすれば、「社会教育士」「社会教育主
事課程」で学び資格を取ったことが、世の中と人生で
生かされている！といえるのではないかということ。
　そしてこれこそが、今回の文部科学省の省令改正の
意味であろう。市場経済の展開の中で普遍化してき
た「個人・ego」を互いに尊重しあうことと、それを
を基礎とする「社会・共同体・きずな・socio」の再
構成とを結びつけるものである。それはまた、ベトナ
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ムから日本・朝鮮までの東アジアにおける共通教養で
あった「格物、致知、誠意、正心、修身、斉家、治国、
平天下」という朱子の八条目を互いに刺激しあいなが
ら体現していくことを意味するであろう。それと「水
の思想」「識字」の機能的、悲観的、汎用的、創造的
な活用と重ね合わさるところで、人と社会と地球を救
う、東アジアから発信になるのであろう。
　もう 1 つは、少なくとも、日本の大学におけるあ
らゆるゼミでそれをすすめていくことが可能であり必
要だということである。全てのゼミはゼミとしての「共
通言語」を持っているはずである。だとすれば、それ
ぞれの共通言語を軸として、ゼミを基盤とする、卒業
生や現役生の異世代間交流を培っていくことは可能で
はないだろうか ?　
それは、高等な学問としての「大学」の活用、探求、
発展という、法政大学を含む様々な大学のミッション
のひとつではないだろうか ?
　そして、「社会教育・キャリアデザイン学を共通言
語とした、価値観を持つ者同士の会話」という基盤を
持つ「社会教育演習」は、それを促進し、「学問」化
するミッションをもっていると考える。
